
 
 

24 春闘では、多くの大企業が賃上げを実施し、日本航空でも 12000 円
のベースアップを実施、33 年ぶりの大幅賃上げとなりました。一方で一
時金については、新年度の見解は示されていますが、23 年度の期末手当
については「通期決算で目標を上回れば考えないこともない」というとこ
ろで話が止まっています。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EBIT1000 億円の目標でスタートした 23 年度でしたが、第 3 四半期
で大幅に上回り、今は 1400 億円を超えたかどうかに注目が集まるほど
になっています。上方修正の発表後に決定した年末一時金は 1 ヵ月の上
乗せがあり 3 ヵ月支給されました。3 月のローリングプラン発表時には、
また上方修正があり、株主への配当予想を 10 円上げています。 

株主還元は決定事項、社員への還元は年末で終わりですか？ 
 

 

 

 

 

 

春闘で示された業績
連動の一時金を簡単
に説明すると、「夏は 2

ヵ月から始めて、上期
を見て順調なら年末
を 2.5 ヵ月に修正し、
残りは期末で支払い
ます」という制度。目
標は EBIT に連動し、
25年の2000億円達成
で 6 ヵ月という水準。 

日本航空ユニオンとしては業績連動の一時金は求めていないため、引
き続き夏、年末の交渉で追求します。業績連動は「透明性、納得感があ
り、社員のためになる」ということで採用している企業も増えていま
すが、連動させる目標を決めるのは経営側ですし、そもそも生活一時
金を業績にリンクさせること自体が問題とも言えます。この夏の一時
金、その他継続課題について 24 夏闘で話し合います。 

 

 

 24 夏闘は争議権のかかっている 24

春闘の継続ということで、メインは
「3.0 ヵ月+10 万円」の一時金要求にな
ります。とはいえ、他にも改善しなけれ
ばならない課題があります。職場にお
ける細かな問題や、春闘で引き出せな
かった諸手当の要求根拠等を記入して
いただければ、団交で会社に伝えます。 

多様性が求められるこの時代、JLU
組合員以外の方の声も参考にします。
みなさんご一緒に取り組みましょう。 
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大幅賃上げがあっても一時金ダウンでは減収に 

アンケートはこちらから 
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1400 億円を 
超えたら 
期末手当を 
出せる！？ 

決算発表の日、良いお知らせを 
お待ちしています！！ 
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2023 ANA 賞与 

 



 

 

 

 

 

昨年はグラハンや保安検査員不足が社会問題になり、国交省でも「持続

的な発展に向けた空港業務のあり方検討会」を設置し対策を講じました。

今年は整備士・操縦士不足に注目した検討会が設置されています。3 月 1

日、関係者を集めた整備士に関するヒアリングが行われました。 

検討会の座長は、東大大学院工学

系研究科の李家教授が務め、委員と

して行政から航空局の安全部長な

どが参加。JAL 整備本部/JALEC か

らは 7 つの要望を提示しました。①

メディア戦略 ②奨学金制度等への

国の資金支援 ③外国人の活用 ④

BASA（相互承認協定）の促進 ⑤型

式共通ライセンスの導入 ⑥訓練制

度の見直し ⑦リモート検査・法確

認の導入の促進、これらの検討を行

政に求めています。 

 

 
 

専門学校では志願者の減少を課題とし、その理由も分析しています。

「若者の人口減」「大学全入時代」、これは製造業全体にとっての問題でし

ょう。一方で「コロナによるイメージ低下」「整備士に対する SNS での

ネガティブな書き込み」「認知度が低い」は航空整備士の課題です。 

航空連合の資料には「人材不足による繁忙感は強く感じられており、稼

働の逼迫や指導層・中堅層の負担増大が問題」と記載されており、事業者

や行政に向けての要望も示されています。中には「他産業に劣後しない初

任給水準、外国航空会社に劣後しない手当水準の確保」も。これはぜひ検

討してほしいものです。各々の資料は国交省 HP から閲覧できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【WING 537( 15-09)号 2024.04.19】  

参加企業・団体 
□ 全日本航空事業連合会・

定期航空協会  
□ 全日本空輸（株）  
□ 日本航空（株）  
□ 中日本航空専門学校  
□ 日本航空学園  
□ 日本航空技術協会  
□ 航空連合  
□ 国土交通省自動車局 
 

航空連の旗が目印「集会」10：00～「デモ行進」11：20～ 交流会は恵比寿 

●物価上昇を上回る大幅賃上げを 

●いのちと暮らしをまもる社会に 

●ジェンダー平等へ！あらゆる性差別をなくそう 

●今すぐ最低賃金 を1500 円以上に！全国一律最賃法制化を 


